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昭 和 40年 度 第 2･四 半 期 報 告

東南アジア研究センタ-の 7月から9月にいたる昭和40年度第 2･四半皿の活動状況を要約

報告する｡

調査研究計画は,暑中休暇の利用ということもあって,きわめて活発にすすめられた｡マレ

ーシア中核調査としては,前年度にひきつづき,アロ-ル ･ジャングス村を,先発の坪内良博

研修貢(又)とともにu羽益生助教授 (龍谷大学)･前山清茂講師 (天理大学)･梅 田 輝 ILr

(闇酉学院大学大学院学生),さらに宗教班の藤本勝次教授 (闇再入学)の加わったチ-ムが調

査, 9月末をもって終了 して,キャンプをとじた｡前任]成文大学院学生 (文)はジ ョホール州

エソダウにおいて原マレー人村落に住みこんでの調査を開始 したo 社会科学部門の政治力圧,拷

木正道教授 (法)はイン ドシナ3国を歴訪 した｡ つぎに, 自然科学部門のうち, 農業班とし

て,渡部息世助教授 (京都府立大学)はタイ北部でモチ米の,福井捷朗大学院学生 (堤)はタ

イ南部でイネの植物栄養学的研究を開始 した｡川口桂三郎教授 (農)は水田土壌調査のためフ

イ 1)ピン ･タイ ･マレ-シアに,小林達次助手 (良)は窒素lLq定性微生物調査のためタイに,

河津一俵助手 (農)は魚毒成分をもつムラサキシキブ採集のためマレーシアを旅行 した｡沢山

敏男教授 (農)は南勲助教授 (農)とともに,タイの広域水利■封Elj--を調査｡小林章 農学部長は

イラン ･イン ド･タイにおいて乾燥地帯と湿潤地帯との果樹作を比較するとともに,研究セン

メ-管理委員長の資格において,研究センターの現地での活動状況を視察 した｡医薬班として

は,タイにおいて,束昇教授 (ウイJL,ス研)がウイル ス研究,寺松助教技 (結核研)が,%:核外

科指導にあたった｡地学班としては,鈴鹿恒次 ･谷口敬一郎両助教授,港種雄 ･入江恒爾両講

師 (工)からなるチ-ムがマレ-シアの鉱物資源を調査 したOさらに,予備調査のため,吉井

良三教授 (教養)･今立源太良助手 (東京医科歯科大学)･酒井敏明大学院学生 (又)がイン ド

ネシアにおもむいた｡なお,この期問のバンコク連絡事務所の責任者は,寺松助教授であるO

養成計画のうちの,スポ-クン ･ラングェ～ジ ･プロジェクトとして,石井米雄助教授が 9

月下旬からタイ語コースを開講 した｡

交流計画として, 9月17日～19日に,農林省･海外技術協力事業団と共催,比叡山ホテルで,

｢水資源の農業的利用にかんするシンポジウム｣をもった. また,チュラロンコ-ン大学カセム

政治学部長を数 日招待 して,研究会を開いた｡その他,多 くの外国人学者の来訪をみている｡

図書 ･出版両計画も,順調にすすんでいる｡とくに,本年皮下半∃帥こは10点余の出版をみる

予定で,目下その準備に大わ らわである｡

最後に,この 7月には専任助教授に石井米雄 (外務事務官),専任助手に飯島茂 (農 ･助手)

と萩野和彦 (農 ･奨学研修員),事務官に両本久 (庶務部)･森健二 (莱)が任命され,ここに

一応センター人事が整備され,官制化の内容が整 ったことを報告 してお く｡
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